
中山市政 

 2期目がスタート 
中山市政 

 2期目がスタート 
中山市政 

 2期目がスタート 

心をともに力を集結 心をともに力を集結 
京丹後市の発展と可能性の開拓へ 京丹後市の発展と可能性の開拓へ 
心をともに力を集結 
京丹後市の発展と可能性の開拓へ 

市長登庁式 市長登庁式 
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地 

域 

活 

性 

化 

平成20年6月 平成20年6月 

 

　
　
　
後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園
に

　
　
　
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
パ
ト

ロ
ー
ル
や
植
生
保
護
、
清
掃
活
動
な
ど

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
富
川
惇
志
さ
ん
（
久

美
浜
町
湊
宮
）
が
、『
平
成
二
十
年
度
「
み

ど
り
の
日
」
自
然
環
境
功
労
者
環
境
大

臣
表
彰
』
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
富
川
さ
ん
は
、
公
園
内
を
定
期
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
植
生
帯
の
保
護
活

動
に
ご
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ご
み

拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
も
積
極
的
に
行

わ
れ
て
お
り
、
平
成
六
年
か
ら
は
環
境

省
自
然
公
園
指
導
員
も
努
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
然
観
察
会
や
丹
後
の

植
生
の
説
明
会
で
も
講
師
と
し
て
活
躍
。

丹
後
の
薬
草
や
野
生
の
花
に
関
す
る
書

物
も
発
行
さ
れ
て
お
り
、
自
然
へ
の
理

解
の
浸
透
に
も
熱
心
に
努
め
ら
れ
る
な

ど
の
点
が
高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

  

　
十
四
年
前
に
環
境
省
自
然
公
園
指
導

員
に
委
託
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

も
と
も
と
植
物
の
研
究
が
好
き
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
網
野
町
浜
詰
か
ら
久
美

浜
町
湊
宮
の
海
岸
ま
で
の
公
園
内
の
植

物
を
守
る
た
め
に
、
積
極
的
に
観
察
や

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
の
海
岸
に
は
、
世
界
の
中
で

も
日
本
に
し
か
な
く
、
絶
滅
危
惧
種
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
資
産
（
植

物
）
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
も
「
ト
ウ
テ
イ
ラ
ン
」
の
分
布
域
は

国
内
で
も
有
数
で
、
全
国
か
ら
た
く
さ

ん
の
か
た
が
観
察
に
来
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
海
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含

み
薬
草
と
し
て
の
効
果
も
あ
る
「
ハ
マ

ボ
ウ
フ
ウ
」
も
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
来
園
者
の
中
に
は
こ
の
貴

重
な
植
物
を
株
ご
と
持
っ
て
帰
る
か
た

も
い
ま
す
。
こ
の
海
岸
の
魅
力
を
よ
り

多
く
の
か
た
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
京

丹
後
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
・
大
切
さ

を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
植
物
の
観
察
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を

続
け
公
園
内
の
貴
重
な
植
物
の
保
全
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

丹 
　
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
利
用
で
き
る
地
域

限
定
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
ふ

る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
事
業
」
に
つ
い
て
、
全

国
で
初
め
て
と
な
る
実
現
に
向
け
、
二
市

二
町
（
宮
津
市
・
京
丹
後
市
・
与
謝
野
町
・

伊
根
町
）
、
総
務
省
近
畿
総
合
通
信
局
お

よ
び
電
気
通
信
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
協

働
に
よ
り
、
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
、
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
事
業
」
は
、
大

手
通
信
事
業
者
か
ら
地
方
の
自
治
体
、
公

的
機
関
、
企
業
な
ど
が
基
地
局
な
ど
の
通

信
網
を
借
り
受
け
る
こ
と
で
、
地
域
に
限

定
・
特
化
し
た
情
報
提
供
な
ど
を
独
自
に

行
う
通
信
サ
ー
ビ
ス
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
や
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
監
視
し

て
携
帯
電
話
へ
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

地
域
の
需
要
に
あ
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
地

域
独
自
で
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
、

地
域
活
性
化
や
産
業
の
創
出
、
情
報
化
の

遅
れ
の
解
消
な
ど
も
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
二
市
二
町
、
総
務
省
近
畿
総
合
通
信
局

お
よ
び
電
気
通
信
事
業
者
が
協
働
で
開
催

す
る
勉
強
会
は
、
年
内
に
四
回
程
度
を
予

定
。
「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
事
業
」
の
実

現
に
向
け
て
、
課
題
や
解
決
策
な
ど
を
具

体
的
に
検
討
し
、
丹
後
地
域
独
自
の
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性
を
模
索
し
ま
す
。 

　
市
で
は
、
京
丹
後
で
築
か
れ
、

蓄
積
さ
れ
、
守
ら
れ
て
き
た
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
伝
統
な
ど
と
い
っ

た
、
地
域
の
”強
み
“
と
も
言
え

る
「
知
的
資
産
」
に
つ
い
て
、

そ
の
存
在
と
活
用
方
策
を
検
証
し
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
「
京

丹
後
市
知
的
資
産
経
営
報
告
書
（
産

業
活
性
化
編
）
」
を
ま
と
め
ま
し

た
。 

　
行
政
が
「
知
的
資
産
経
営
報

告
書
」
を
作
成
す
る
の
は
全
国

初
の
試
み
で
あ
り
、
市
役
所
内

で
検
討
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
京

都
工
芸
繊
維
大
学
と
の
官
学
共

同
研
究
に
よ
り
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
今
回
の
報
告
書
は
産
業
活
性

化
編
と
し
、
検
証
対
象
と
し
て
「
間

人
ガ
ニ
」、「
丹
後
ち
り
め
ん
」、「
機

械
金
属
製
品
」
、
「
丹
後
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
の
四
つ
を
選
定
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
、
大
都
市
圏
か

ら
離
れ
て
い
る
な
ど
の
本
市
の

地
理
的
不
利
を
克
服
し
、
さ
ら

に
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
と
結
び
つ
け

て
い
る
「
技
術
」
や
「
ノ
ウ
ハ
ウ
」、

「
ア
イ
デ
ア
」
な
ど
と
い
っ
た
、

本
市
に
存
在
す
る
無
形
の
知
的

資
産
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る

の
か
に
つ
い
て
、
一
年
間
に
わ

た
り
検
証
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
「
勤
勉
さ
・
真
摯

さ
・
結
束
力
と
い
っ
た
京
丹
後
人

の
”気
質
“
に
裏
打
ち
さ
れ
る
品

質
管
理
に
対
す
る
「
こ
だ
わ
り
」

こ
そ
が
、
全
国
有
数
の
ブ
ラ
ン

ド
品
を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
源

泉
で
あ
る
」
と
の
結
論
に
到
達
。

本
報
告
書
の
発
行
は
、
京
丹
後

の
”強
み
“
を
広
く
市
民
の
み
な

さ
ん
で
共
有
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
”
強
み
“
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
検
討
チ
ー
ム
で
さ
ら

に
京
丹
後
の
”強
み
“
で
あ
る
品

質
管
理
を
活
か
し
て
産

業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、

報
告
書
を
有
効
に
活
用

し
た
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
（
行
動
計
画
）

の
策
定
に
向
け
て
調
査
・

研
究
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。 

「開花が全盛期のハマヒルガオと富川さん」 

室内の温度を通知 
→作物の生育障害などの防止 

直売店などの在庫状況を通知 
→在庫切れを防ぐ 

報告書は、総合戦略課にあるほか、市の
ホームページ 
（http://www.city.kyotango.kyoto.jp/） 
でもご覧いただけます 

も　く　じ 

富 川 惇 志さん（久美浜町湊宮） 

平成20年度「みどりの日」自然環境功労者 
　　環境大臣賞を受賞 

富
川
惇
志
さ
ん
（
久
美
浜
町
湊
宮
） 

全
国
初 

全
国
初 

地
域
密
着
型
通
信
サ
ー
ビ
ス
で 

　
　
　
　
ま
ち
の
活
性
化
を
模
索 

地
域
密
着
型
通
信
サ
ー
ビ
ス
で 

　
　
　
　
ま
ち
の
活
性
化
を
模
索 

京
丹
後
の
海
岸
は 

貴
重
な
資
産（
植
物
）の
宝
庫 

京
丹
後
の
海
岸
は 

貴
重
な
資
産（
植
物
）の
宝
庫 

京
丹
後
の
海
岸
は 

貴
重
な
資
産（
植
物
）の
宝
庫 

｜
検
討
開
始
｜
 

「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
事
業
」

「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
事
業
」 

「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
事
業
」

「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
事
業
」 

「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
事
業
」 

ふるさとケータイ事業の活用例 

京丹後市知的資産経営報告書を作成 京丹後市知的資産経営報告書を作成 京丹後市知的資産経営報告書を作成 

地域の　　　で活性化 地域の　　　で活性化 強み 強み 強み 行政が作成する　　　の 
知的資産経営報告書 

行政が作成する　　　の 
知的資産経営報告書 

全国初 

表　　彰 
 
介護保険 
 
 
子  育  て 
 
 
検診のご案内 
 
 
人権に関する意識調査 
 
 
意  見  箱 
 
まちの情報 
 
市立図書館 

地域活性化 
 
 
 
選　　挙 
 
 
私たちの代表 
 
 
まちづくり 
 
 
 
魅力発信 
 
 
 
スポーツ 

　 
・全国初「ふるさとケータイ事業」検討開始 
・全国初行政が作成「知的資産経営報告書」 
 
 
・市長選挙・市議会議員一般選挙 
 
 
・市議会議員24人 
 
 
・中山市政2期目がスタート 
　　　　「全員プレーのまちづくり」 
 
 
・市内初　女子サッカー大会「丹後七姫カップ」 
・友好都市・木津川市　修学旅行で地引き網体験 
 
 
・プロ野球　ウエスタンリーグ公式戦 

 
 
 
・激変緩和措置を延長します 
 
 
・京丹後市ファミリーサポートセンター 
 
 
・今年も「がん検診」を受けましょう 
 
 
・京丹後市の人権に関する意識調査 
 
 
 
 
 

 
 3 
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平成20年6月 平成20年6月 

選
　
　
　
挙 

選
　
　
　
挙 

　
同
日
、
峰
山
中
学
校
（
峰
山
町

荒
山
）
の
体
育
館
で
行
っ
た
開
票

は
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が

見
守
る
中
、
午
後
九
時
三
十
分
か

ら
開
始
。
開
票
速
報
を
午
後
十
時

三
十
分
か
ら
三
十
分
お
き
に
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
表
示
す
る

と
と
も
に
、
各
市
民
局
に
設
置
し

て
い
る
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

表
示
。
市
長
選
挙
は
午
前
〇
時
五

分
に
、
ま
た
市
議
選
は
午
前
一
時

三
十
四
分
に
結
了
し
ま
し
た
。 

　 

　
任
期
満
了
に
伴
う
京
丹
後
市
長
・
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
四
月
二
十
日
に
告

示
さ
れ
、
四
月
二
十
七
日
に
投
・
開
票
を
行
い
ま
し
た
。（
任
期
は
い
ず
れ
も
平
成

二
十
四
年
五
月
十
五
日
ま
で
の
四
年
間
） 

　
市
長
選
挙
は
、
現
職
お
よ
び
二
人
の
新
人
の
選
挙
と
な
り
、
結
果
、
現
職
の
中

山
泰
氏
が
一
万
八
千
五
百
五
十
二
票
を
集
め
再
選
。
ま
た
、
今
期
か
ら
定
数
を
三

十
人
か
ら
六
人
減
の
二
十
四
人
と
し
た
市
議
会
議
員
選
挙
に
は
二
十
七
人
が
立
候

補
。
結
果
、
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
四
月
二
十
日
、
峰
山
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
行

っ
た
立
候
補
受
付
に
は
、
八
時
三

十
分
の
開
始
前
か
ら
多
く
の
立
候

補
者
が
詰
め
か
け
、
受
付
終
了
後

七
日
間
に
わ
た
り
、
二
十
七
人
の

候
補
者
と
も
そ
れ
ぞ
れ
街
頭
な
ど

で
、
懸
命
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の

支
持
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。 

　
投
票
は
二
十
七
日
、
市
内
八
十

四
か
所
の
投
票
所
で
午
前
七
時
か

ら
一
斉
に
開
始
。
午
後
八
時
に
終

了
し
ま
し
た
。
（
一
部
の
投
票
所

は
午
後
六
時
お
よ
び
午
後
七
時
ま

で
） 

　
当
日
の
有
権
者
数
は
、
五
万
二

百
七
十
七
人
（
男
性
二
万
三
千
八

百
九
十
二
人
・
女
性
二
万
六
千
三

百
八
十
五
人
）
。
投
票
者
数
は
、

市
長
選
で
三
万
九
千
四
百
四
十
二

人
、
市
議
選
で
三
万
九
千
四
百
四

十
五
人
と
な
り
、
投
票
率
は
、
市

長
選
で
七
八
・
四
五
㌫
（
前
回
と

比
較
し
て
六
・
七
九
ポ
イ
ン
ト
減
）、

市
議
選
で
七
八
・
四
六
㌫
（
前
回

と
比
較
し
て
六
・
七
八
ポ
イ
ン
ト

減
）
と
な
り
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
選
挙

ご
と
に
街
頭
で
投
票
の
呼
び
か
け
を
行
う
な
ど
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
協
議
会
の
細
野
耕
一
会
長
（
大
宮
町
久
住
・

任
期
　
平
成
二
十
年
五
月
末
）
は
「
今
回
の
選
挙

の
投
票
率
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
関
心
の
高

さ
が
伺
え
ま
す
。
全
国
的
に
は
、
若
い
か
た
の
投

票
率
が
低
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
期
日
前
投

票
な
ど
の
制
度
も
あ
り
、
投
票
に
参
加
し
や
す
い

環
境
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
本
市
に
お
い

て
も
、
若
い
か
た
を
含
め
、
よ
り
多
く
の
か
た
に

関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
投
票
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
政
治
に
直
接
参

加
で
き
る
唯
一
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
大
切
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
協
議
会
も
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
、
よ
り
選
挙
に
関
心
を
お
持
ち

い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

▼
京
丹
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

▼
京
丹
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

▼
京
丹
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

▼
京
丹
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

▼
京
丹
後
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

当  中山　泰（無所属） 
　  早川雅映（無所属） 
　  石井内海（無所属） 
　  無効など 

18,552  
12,857  
6,942  
1,091 

当　三崎　政直（無所属） 

当　森口　　亨（自由民主党） 

当　谷口　雅昭（無所属） 

当　森　　　勝（日本共産党） 

当　志水　一洋（無所属） 

当　松本　聖司（公明党） 

当　中村　　雅（無所属） 

当　吉岡　豊和（無所属） 

当　�岡　和信（無所属） 

当　松本　経一（無所属） 

1,803 

1,791 

1,754 

1,691 

1,690 

1,687 

1,682 

1,647 

1,632 

1,614

当　池田　惠一（無所属） 

当　大同　　衛（無所属） 

当　由良　尚子（公明党） 

当　奥野　重治（無所属） 

当　足達　昌久（無所属） 

当　松尾　信介（無所属） 

当　中西　定征（無所属） 

当　行待　　実（無所属） 

当　川村　博茂（無所属） 

当　平林智江美（日本共産党） 

1,592 

1,545 

1,538 

1,492 

1,452 

1,412 

1,398 

1,390 

1,386 

1,374

当　岡田　　修（無所属） 

当　田中　邦生（日本共産党） 

当　松田　成溪（日本共産党） 

当　大下倉禎介（無所属） 

　　谷口　正博（無所属） 

　　植垣　齋紀（無所属） 

　　森　　豊彦（無所属） 

 

　　無効など 

1,364 

1,311 

1,281 

1,091 

1,057 

910 

120 
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（あん分した票の小数点以下は、切り捨てて掲載しています） 

投票状況（市長選） 
当日の有権者数 

10,467人 

8,470人 

12,239人 

5,408人 

4,544人 

9,149人 

 

 

50,277人 

23,892人 

26,385人 

投票者数 

7,215人 

5,716人 

8,511人 

3,710人 

3,291人 

6,428人 

（期日前投票）

4,571人 

39,442人 

18,690人 

20,752人 

投 票 率 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.45％ 

78.23％ 

78.65％ 

 

旧峰山町 

旧大宮町 

旧網野町 

旧丹後町 

旧弥栄町 

旧久美浜町 

 

 

合　計　 
男 

女 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
結
果
を
速
報 

市明るい選挙推進協議会 
細野会長にお伺いしました 
（任期：Ｈ20.5） 

明
る
い
選
挙
の
推
進
に

明
る
い
選
挙
の
推
進
に 

　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す 

明
る
い
選
挙
の
推
進
に

明
る
い
選
挙
の
推
進
に 

　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す 

明
る
い
選
挙
の
推
進
に 

　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す 

市　長　選　挙 市　長　選　挙 市　長　選　挙 

開 票 結 果 果 

市議会議員選挙 市議会議員選挙 市議会議員選挙 投
票
率
は 

　
七
八
・
四
五
㌫ 

投
票
率
は 

　
七
八
・
四
五
㌫ 

京丹後市長選挙 
京丹後市議会議員一般選挙 
京丹後市長選挙 
京丹後市議会議員一般選挙 
京丹後市長選挙 
京丹後市議会議員一般選挙 

開 票 結 

中 

山  

泰  

市
長
　
再
選 

二
十
四
人
の
市
議
会
議
員
も
決
ま
る 
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私
た
ち
の
代
表 

私
た
ち
の
代
表 

平成20年6月 平成20年6月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
もりぐち　  とおる 
森口　　亨　39歳 
自由民主党・②　市議会議員 
久美浜町浦明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 みさき　 まさなお 
三崎　政直　56歳 
無所属・①　織物業 
大宮町口大野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
もり　　　  まさる 
森　　　勝　66歳 
日本共産党・②　政党役員 
網野町網野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
たにぐち  まさあき 
谷口　雅昭　60歳 
無所属・①　農業 
久美浜町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
よしおか  とよかず 
吉岡　豊和　55歳 
無所属・①　織物業 
弥栄町木橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
なかむら　  ただし 
中村　　雅　53歳 
無所属・①　無職 
峰山町四軒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
まつもと  しょうじ 
松本　聖司　48歳 
公明党・②　市議会議員 
峰山町新治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 しみず  　かずひろ 
志水　一洋　60歳 
無所属・①　無職 
網野町網野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
だいどう　  まもる 
大同　　衛　47歳 
無所属・②　建築業 
大宮町奥大野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 いけだ　けいいち 
池田　惠一　57歳 
無所属・②　会社役員 
丹後町間人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
まつもと けいいち 
松本　経一　50歳 
無所属・②　織物業 
大宮町周枳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
よしおか  かずのぶ 
�岡　和信　58歳 
無所属・①　無職 
丹後町間人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 まつお　しんすけ 
松尾　信介　61歳 
無所属・②　燃料販売・住設工事 
網野町掛津 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 あだち　 まさひさ 
足達　昌久　62歳 
無所属・①　広告代理業 
網野町島津 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 おくの　 しげはる 
奥野　重治　56歳 
無所属・②　会社員 
網野町浅茂川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ゆら　　 なおこ 
由良　尚子　52歳 
公明党・①　美容室経営 
網野町網野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひらばやし ちえみ 
平林智江美　55歳 
日本共産党・②　市議会議員 
弥栄町井辺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
かわむら ひろしげ 
川村　博茂　55歳 
無所属・②　呉服販売 
大宮町周枳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆきまち　  みのる 
行待　　実　58歳 
無所属・②　市議会議員 
弥栄町溝谷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
なかにし さだゆき 
中西　定征　61歳 
無所属・①　農業 
峰山町菅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

たかくら ていすけ 
大下倉禎介　76歳 
無所属・②　織物業 
弥栄町和田野 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 まつだ 　せいけい 
松田　成溪　71歳 
日本共産党・②　農業 
久美浜町友重 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 たなか　  くにお 
田中　邦生　56歳 
日本共産党・①　政党役員 
峰山町橋木 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 おかだ　    おさむ 
岡田　　修　52歳 
無所属・②　会社役員 
久美浜町小桑 

市
議
会
議
員
二
十
四
人

市
議
会
議
員
二
十
四
人 

市
議
会
議
員
二
十
四
人

市
議
会
議
員
二
十
四
人 

市
議
会
議
員
二
十
四
人 

私
た
ち
の
代
表

私
た
ち
の
代
表 
私
た
ち
の
代
表

私
た
ち
の
代
表 
私
た
ち
の
代
表 

得票順 ／ 氏名（敬称略）、年齢（４月27日現在）、所属、当選回数、職業、住所の順 
※掲載内容は、立候補届出時の資料などから掲載しています。 

京丹後市議会議場 京丹後市議会議場 
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ま
ち
づ
く
り 

ま
ち
づ
く
り 

平成20年6月 平成20年6月 

      

私
た
ち
の
生
活
や
雇
用
を
支
え
る
産

業
の
根
本
的
な
再
生
・
持
続
的
発
展
、

雇
用
の
本
格
的
充
実
。 

既
存
産
業
・
事
業
の
一
層
の
繁
栄
、

一
次
・
二
次
・
三
次
産
業
間
の
連
携

と
、
い
わ
ゆ
る
六
次
産
業
の
創
造
・

発
展
。 

       

京
丹
後
市
が
擁
す
る
ふ
ん
だ
ん
に
恵

ま
れ
た
自
然
、
環
境
、
古
歴
史
、
健

康
、
癒
し
等
こ
れ
か
ら
の
時
代
が
求

め
る
大
切
な
価
値
を
豊
か
に
育
み
、

域
外
全
国
に
発
信
し
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
が
行
き
か
う
大
交
流
の
推
進
。 

       

地
域
の
生
活
を
維
持
発
展
し
活
力
を

再
生
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
基

幹
道
路
、
下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
、

病
院
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
着

実
な
整
備
。 

 

      

安
全
安
心
、
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
、
た
す
け
あ
い
、
喜
び

を
共
有
で
き
る
、
心
が
触
れ
合
う
人
・

間
づ
く
り
、
健
康
と
福
祉
が
活
き
づ

く
ま
ち
づ
く
り
。 

         

ひ
と
が
育
ち
、
夢
や
可
能
性
が
ふ
く

ら
み
、
今
を
感
謝
し
未
来
に
飛
躍
す

る
ひ
と
づ
く
り
。 

          

市
民
の
皆
様
を
真
ん
中
に
、
奉
仕
者

の
自
覚
を
常
に
心
に
。 

市
民
本
位
・
市
民
起
点
の
行
政
運
営

の
一
層
の
推
進
。 

行
財
政
の
健
全
化
の
着
実
な
推
進
。 

  

　 

   

　 　 

 

　
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
改
め
て

貴
重
な
ご
信
託
を
賜
り
ま
し
て
、

再
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
懸
命
に
、
丹
後
の
発
展
の

た
め
に
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
思

い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

で
大
切
な
こ
と
は
、
力
を
寄
せ
あ

っ
て
い
く
、
心
を
と
も
に
多
く
の

み
な
さ
ん
の
力
を
寄
せ
あ
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
課
題
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
ほ
ど
、
壁
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ

ど
、
こ
う
い
っ
た
課
題
の
前
進
を

着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
力

の
寄
せ
あ
い
、
結
集
と
い
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
首
長
一
人
の
力
だ

け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
市
役
所
職

員
全
員
の
力
、
議
会
の
み
な
さ
ま

の
お
力
、
京
都
府
の
お
力
、
国
の

お
力
、
近
隣
の
市
や
町
の
み
な
さ

ま
の
お
力
、
そ
し
て
何
よ
り
市
民

の
み
な
さ
ま
の
お
力
、
こ
う
い
っ

た
多
く
の
機
関
や
人
の
信
頼
と
連

携
を
深
め
な
が
ら
力
を
結
集
し
て

い
く
、
そ
ん
な
大
き
な
求
心
力
の

市
政
を
懸
命
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

同
時
に
、
希
望
に
も
思
い
ま
す
の

は
、
課
題
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い

ほ
ど
、
困
難
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
を
乗

り
越
え
た
と
き
の
発
展
の
確
か
さ
、

活
性
化
の
力
強
さ
、
こ
う
い
っ
た

も
の
が
よ
り
大
き
な
も
の
に
、
よ

り
力
強
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
、

可
能
性
が
大
き
く
開
け
て
く
る
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
市
に
な
り
ま
し
て
、
海
・
山
・

里
、
多
く
の
地
域
資
源
が
一
つ
に

な
り
ま
し
た
。
大
切
な
こ
と
は
、

こ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
磨
き
し
っ
か

り
と
育
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
課
題
に
も
直
面

し
ま
す
。
課
題
が
大
き
け
れ
ば
大

き
い
ほ
ど
、
困
難
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
た
と
き

に
は
、
可
能
性
の
大
き
さ
、
発
展

の
大
き
さ
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が

展
望
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

今
ま
さ
に
、
丹
後
は
こ
の
過
程
に

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な

課
題
と
と
も
に
大
き
な
可
能
性
を

今
耕
し
て
い
る
過
程
、
重
荷
の
中

で
も
今
後
力
強
く
進
ん
で
い
く
た

め
の
豊
か
な
足
腰
を
つ
く
っ
て
い

る
、
そ
う
い
う
過
程
、
今
こ
そ
み

な
さ
ん
と
と
も
に
ま
す
ま
す
の
力

を
結
集
し
て
、
そ
し
て
心
を
寄
せ

あ
っ
て
、
丹
後
の
豊
か
な
発
展
、

大
き
な
可
能
性
の
開
拓
を
ぜ
ひ
し

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

     

助
け
あ
う
、
与
え
あ
う
、
支
え

あ
う
、
だ
れ
一
人
と
し
て
決
し
て 

置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
、
全
員
プ

レ
ー
の
心
の
輪
が
広
が
る
ま
ち
づ

く
り
。
世
界
人
類
み
な
兄
弟
と
申

し
ま
す
が
、
で
あ
れ
ば
市
民
全
員

み
な
兄
弟
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
利
他
の
心
が
広
が
る
、
徳
の

力
が
あ
ふ
れ
る
、
真
の
元
気
と
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
。
そ
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
の
過
程
で
、
私
た
ち

の
社
会
の
本
当
の
活
気
や
活
力
と

い
う
も
の
が
持
続
的
に
息
づ
い
て

く
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
困
難
と
見
え
て
い
た
も
の
が
、

そ
の
過
程
の
中
で
希
望
へ
と
変
わ

り
、
そ
の
過
程
の
中
で
さ
ら
に
手

の
届
く
目
標
に
か
わ
り
、
さ
ら
に

そ
の
中
で
実
現
へ
と
進
化
し
て
い

く
、
そ
ん
な
過
程
を
ぜ
ひ
と
も
後

押
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
合

併
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
、
す
ば
ら
し
い
ま
ち

だ
と
い
う
ふ
う
に
納
得
し
て
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

将
来
の
展
望
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、

ぜ
ひ
と
も
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、

心
を
と
も
に
、
力
を
寄
せ
あ
っ
て

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

    

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
大
切
な
こ
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
か
た
の
お
力
を
結
集
、
寄
せ

合
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
京
都

府
や
国
、
近
隣
市
町
の
み
な
さ
ま
、

ま
た
議
会
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て

住
民
の
み
な
さ
ま
の
お
力
、
そ
し

て
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
の
が

何
と
い
っ
て
も
市
役
所
の
み
な
さ

ん
の
お
力
、
職
員
お
一
人
お
ひ
と

り
の
お
力
で
す
。
こ
の
厳
し
い
状

況
を
打
開
し
て
い
く
原
動
力
と
な

る
の
は
、
職
員
の
み
な
さ
ん
お
一

人
お
ひ
と
り
の
お
力
、
お
一
人
お

ひ
と
り
の
開
拓
力
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
改
め
て
、

深
く
自
覚
を
と
も
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
行

政
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、
困
難
、
負
担

に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
こ

と
は
、
意
味
の
あ
る
施
策
、
効
果

の
大
き
な
取
り
組
み
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
課
題
は
大
き
く
壁
も
高

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
壁
の
高
さ

に
直
面
し
て
、
す
ぐ
に
無
理
だ
と

あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、
ぜ
ひ

と
も
ど
う
し
た
ら
乗
り
越
え
て
い

け
る
の
か
、
危
機
感
と
と
も
に
、

そ
ん
な
粘
り
強
い
挑
戦
心
を
よ
り

強
く
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
何
よ
り
も
京
丹
後
の

ま
ち
、
京
丹
後
の
人
を
ま
す
ま
す

好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
京
丹
後
市
の
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
を
見
つ
め
直
す
と

同
時
に
、
多
く
の
す
ば
ら
し
い
面

を
ま
す
ま
す
見
つ
け
て
い
た
だ
く

よ
う
な
、
そ
ん
な
毎
日
で
あ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
過
程
の
中
で
、
京
丹

後
市
の
本
当
の
活
性
化
、
底
力
が

動
き
出
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
み

な
さ
ん
と
と
も
に
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
た
め
の
行
政
で
あ
る
と
い

う
原
点
、
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
の

奉
仕
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
改

め
て
深
く
、
ま
た
絶
え
ず
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
京
丹
後
の

ま
ち
の
活
性
化
・
発
展
に
向
け
て
、

心
を
と
も
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

力
を
あ
わ
せ
て
ぜ
ひ
と
も
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

……………………………………………………………………………………………………………………… 

助
け
あ
い
、
与
え
あ
い
、
支
え
あ
い 
助
け
あ
い
、

助
け
あ
い
、
与
え
あ
い
、

与
え
あ
い
、
支
え
あ
い

支
え
あ
い 
助
け
あ
い
、
与
え
あ
い
、
支
え
あ
い 

全
員
プ
レ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

全
員
プ
レ
ー
の
ま
ち
づ
く
り 
全
員
プ
レ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

全
員
プ
レ
ー
の
ま
ち
づ
く
り 
全
員
プ
レ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

全
員
プ
レ
ー
の
ま
ち
づ
く
り 
全
員
プ
レ
ー
の
ま
ち
づ
く
り 

中山市政 
２期目がスタート 
中山市政 
２期目がスタート 

私
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
る

私
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
る 

産
業
を
元
気
に
し
ま
す
。

産
業
を
元
気
に
し
ま
す
。 

私
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
る

私
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
る 

産
業
を
元
気
に
し
ま
す
。

産
業
を
元
気
に
し
ま
す
。 

私
た
ち
の
く
ら
し
を
支
え
る 

産
業
を
元
気
に
し
ま
す
。 

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
京
丹
後
を

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
京
丹
後
を 

全
国
に
発
信
し
ま
す
。

全
国
に
発
信
し
ま
す
。 

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
京
丹
後
を

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
京
丹
後
を 

全
国
に
発
信
し
ま
す
。

全
国
に
発
信
し
ま
す
。 

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
京
丹
後
を 

全
国
に
発
信
し
ま
す
。 

ず
っ
と
住
み
た
い
、

ず
っ
と
住
み
た
い
、
暮
ら
し
た
い
、

暮
ら
し
た
い
、 

そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
。

そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
。 

ず
っ
と
住
み
た
い
、

ず
っ
と
住
み
た
い
、
暮
ら
し
た
い
、

暮
ら
し
た
い
、 

そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
。

そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
。 

ず
っ
と
住
み
た
い
、
暮
ら
し
た
い
、 

そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
、

子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
、 

未
来
に
つ
な
げ
る
人
づ
く
り
を
し
ま
す
。

未
来
に
つ
な
げ
る
人
づ
く
り
を
し
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
、

子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
、 

未
来
に
つ
な
げ
る
人
づ
く
り
を
し
ま
す
。

未
来
に
つ
な
げ
る
人
づ
く
り
を
し
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
、 

未
来
に
つ
な
げ
る
人
づ
く
り
を
し
ま
す
。 

奉
仕
者
の
自
覚
を
心
に
、

奉
仕
者
の
自
覚
を
心
に
、 

健
全
な
行
財
政
を
推
進
し
ま
す
。

健
全
な
行
財
政
を
推
進
し
ま
す
。 

奉
仕
者
の
自
覚
を
心
に
、

奉
仕
者
の
自
覚
を
心
に
、 

健
全
な
行
財
政
を
推
進
し
ま
す
。

健
全
な
行
財
政
を
推
進
し
ま
す
。 

奉
仕
者
の
自
覚
を
心
に
、 

健
全
な
行
財
政
を
推
進
し
ま
す
。 

｜
市
民
全
員
み
な
兄
弟  

利
他
の
心
・
徳
の
力
が
あ
ふ
れ
る
、
真
の
元
気
と
共
生
の
ま
ち
を
め
ざ
す
｜
 

く
ら
し
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
を

く
ら
し
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
を 

着
実
に
整
備
し
ま
す
。

着
実
に
整
備
し
ま
す
。 

く
ら
し
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
を

く
ら
し
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
を 

着
実
に
整
備
し
ま
す
。

着
実
に
整
備
し
ま
す
。 

く
ら
し
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
を 

着
実
に
整
備
し
ま
す
。 

発
展
発
展 

発
展
発
展 

発
展 

自
然
・
環
境

自
然
・
環
境 

自
然
・
環
境

自
然
・
環
境 

自
然
・
環
境 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

安
心
安
心 
安
心
安
心 
安
心 

夢 夢 夢 奉
仕
奉
仕 

奉
仕
奉
仕 

奉
仕 

と
も
に
生
き
る

と
も
に
生
き
る 

　
　
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
共
生
の
ま
ち
づ
く
り 

と
も
に
生
き
る

と
も
に
生
き
る 

　
　
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
共
生
の
ま
ち
づ
く
り 

と
も
に
生
き
る 

　
　
共
生
の
ま
ち
づ
く
り 

ま
ち
づ
く
り
に

ま
ち
づ
く
り
に 

す
べ
て
の
力
を
結
集

す
べ
て
の
力
を
結
集 

ま
ち
づ
く
り
に

ま
ち
づ
く
り
に 

す
べ
て
の
力
を
結
集

す
べ
て
の
力
を
結
集 

ま
ち
づ
く
り
に 

す
べ
て
の
力
を
結
集 

登
庁
式
あ
い
さ
つ 

職 

員 

訓 

示 
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信 
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力 
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平成20年６月 平成20年６月 

  女子サッカー大会 
「京丹後七姫カップ2008」開催 
  女子サッカー大会 
「京丹後七姫カップ2008」開催 

京丹後
の 

魅力を
発信 

京丹後
の 

魅力を
発信 

自
然
・
丹
後
ち
り
め
ん 

を
体
感 

自
然
・
丹
後
ち
り
め
ん 

を
体
感 

自
然
・
丹
後
ち
り
め
ん 

を
体
感 

市内初 

「
き
も
の
」
の 

　
　  

魅
力
を
体
験 

「
き
も
の
」
の 

　
　  

魅
力
を
体
験 

相楽台小学校の児童が 
修学旅行で京丹後の　　　を体感 
相楽台小学校の児童が 
修学旅行で京丹後の　　　を体感 

　
今
年
一
月
に
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
た
木
津
川

市
の
相
楽
台
（
さ
が
な
か
だ
い
）
小
学
校
の
六
年
生

五
十
八
人
が
五
月
八
日
、
修
学
旅
行
で
竹
野
海
水
浴

場
（
丹
後
町
竹
野
）
を
訪
れ
、
地
引
き
網
漁
体
験
を

は
じ
め
、
京
丹
後
市
の
魅
力
を
体
感
し
ま
し
た
。 

竹野海水浴場で初めての地引き網漁体験を堪能 

魅力 魅力 魅力 

友好都市木津川市 友好都市木津川市 

きっづ光科学館ふぉとん 

地
引
き
網
漁
を
体
験

地
引
き
網
漁
を
体
験 

地
引
き
網
漁
を
体
験

地
引
き
網
漁
を
体
験 

地
引
き
網
漁
を
体
験

地
引
き
網
漁
を
体
験 

地
引
き
網
漁
を
体
験 

　
こ
の
日
訪
れ
た
相
楽
台
小
学
校

の
六
年
生
は
、
琴
引
浜
鳴
砂
文
化

館
で
鳴
き
砂
の
体
験
を
し
た
後
、

竹
野
海
水
浴
場
で
地
元
漁
師
さ
ん

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
地
引
き
網

漁
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
約
百
㍍
沖
合

に
仕
掛
け
ら
れ
た
網
を
「
ヨ
イ
シ
ョ
、

ヨ
イ
シ
ョ
」
と
大
き
な
か
け
声
と
と

も
に
、
息
を
合
わ
せ
な
が
ら
引
き
上

げ
る
と
、
タ
イ
や
ハ
マ
チ
、
ス
ズ
キ

な
ど
約
二
十
匹
が
お
目
見
え
。
子
ど

も
た
ち
は
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
引

き
揚
げ
ら
れ
た
魚
を
つ
か
ん
で
バ
ケ

ツ
に
入
れ
た
り
、
記
念
撮
影
を
楽
し

む
な
ど
、
日
ご
ろ
体
験
で
き
な
い
地

引
き
網
漁
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
五
月
二
十
二
日
に
は
同
じ

く
木
津
川
市
の
相
楽
（
さ
が
な
か
）

小
学
校
の
六
年
生
が
来
訪
。
両
市
は

少
年
野
球
チ
ー
ム
の
交
流
も
行
っ
て

お
り
、
六
月
十
四
日
・
十
五
日
に
は
、

京
丹
後
市
が
木
津
川
市
を
往
訪
す
る

と
と
も
に
、
八
月
二
日
・
三
日
に
は

木
津
川
市
か
ら
来
訪
す
る
予
定
で
す
。

今
後
も
友
好
都
市
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

京丹後市観光協会丹後町支部が、市の観光
インフラ整備のための補助金を活用して購
入した、地引き網の巻き上げ機能付きビー
チクリーナーがこの日に初めて稼働しました。 

きっづ光科学館ふぉとんホームページ 
URL http://www.k-photon.com/top.html

友好都市木津川市のみどころ 友好都市木津川市のみどころ 
　関西文化学術研究都市に「きっづ光科学館ふぉとん」

があります。この施設は、「光」をテーマにした日本

で初めての科学館です。 

　同施設では、光の基本的性質から最先端の光利用技

術まで、体験を通じて楽しみながら学ぶことができます。 

　一階には木津・学研コーナー、光の再発見ゾーンが

あり、二階には光の科学ゾーン・光の技術ゾーンなど

があります。人気の映像ホールでは、「光の自然現象」

など、光の不思議を探る「光の科学への旅」に出掛け

ることができる上映ソフトをご覧いただけます。 

　
真
夏
の
よ
う
な
日
差
し
と
な
っ

た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
第
一

回
目
の
開
催
と
な
る
女
子
サ
ッ
カ

ー
大
会
「
丹
後
七
姫
カ
ッ
プ
二
〇

〇
八
」（
同
開
催
実
行
委
員
会
主
催
・

日
比
野
博
昭
会
長
）
」
が
八
丁
浜

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
多
目
的
芝
生

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
同
大
会
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の

健
全
な
普
及
・
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
城
陽
市
や

姫
路
市
、
岡
山
県
、
石
川
県
な
ど

か
ら
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
加

盟
さ
れ
て
い
る
女
子
サ
ッ
カ
ー
の

六
チ
ー
ム
、
約
百
人
が
参
加
。
三

日
か
ら
五
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ

た
り
、
リ
ー
グ
戦
方
式

で
計
二
十
一
試
合
の
熱

戦
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
多
目
的
芝
生
広
場
は
、

海
を
間
近
に
の
ぞ
む
と

と
も
に
、
天
然
芝
で
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
。
選
手
か
ら
は
「
海

が
こ
ん
な
に
近
い
天
然

芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
プ

レ
ー
で
き
て
う
れ
し
い
」、

「
風
が
と
て
も
気
持
ち
い

い
」
な
ど
、
京
丹
後
の

魅
力
を
体
感
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
四
日
の
夜
に
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
（
網

野
町
網
野
）
で
開
催
さ
れ
た
選
手

懇
親
会
で
は
、
参
加
さ
れ
た
選
手

の
み
な
さ
ん
に
、
本
市
の
魅
力
の

一
つ
で
あ
る
「
丹
後
ち
り
め
ん
」

に
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
た
ん
ご
き
も
の
美
人
」

の
協
力
に
よ
り
「
き
も
の
」
を
試

着
。
三
十
人
の
選
手
の
み
な
さ
ん

が
、
日
ご
ろ
着
慣
れ
て
い
な
い
「
き

も
の
」
を
ま
と
い
、
そ
の
美
し
さ 

       

や
風
合
い
な
ど
の
す
ば
ら
し
さ
に

触
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
日
比
野
会
長
は
「
間
近
に
海
が

あ
り
、
さ
ら
に
天
然
芝
と
い
っ
た

す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
サ
ッ
カ

ー
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
ほ
か
に

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
こ
の
大

会
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
よ
り

大
き
く
し
、
“七
姫
伝
説
”
が
伝
わ

る
こ
の
京
丹
後
市
が
女
子
サ
ッ
カ

ー
の
メ
ッ
カ
と
な
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
」
と
、
本
市
で
の
女
子
サ

ッ
カ
ー
の
普
及
・
発
展
に
対
し
力

強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。 

30人の選手のみなさんが、きものを試着 



〜
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
を
〜

〜
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
を
〜 

〜
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
を
〜

〜
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
を
〜 

〜
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
を
〜 
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表
　
　
　
彰 

平成20年６月 平成20年６月 

　
元
警
察
官
の
芳
賀

昇
さ
ん
（
弥
栄
町
溝

谷
）
が
、
瑞
宝
單
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。 

　
芳
賀
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
に
警
察
官
に
奉
職

し
て
以
来
三
十
五
年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
、
豊
富
な
経
験

と
優
れ
た
識
見
を
も
っ
て
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
京
都
市
警
察
北
部
警
ら
隊
を
振
り
出
し
に
、
同
太
秦
警

察
署
に
勤
務
さ
れ
る
と
と
も
に
、
警
察
法
改
正
に
よ
り
京

都
府
警
察
と
な
っ
た
後
は
、
峰
山
、
久
美
浜
、
宮
津
、
網

野
な
ど
、
府
内
各
地
の
警
察
署
に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
昭
和
四
十
三
年
九
月
に
皇
太
子
ご
夫
妻
（
現
在

の
天
皇
陛
下
ご
夫
妻
）
が
、
京
都
府
織
物
試
験
場
（
現
在

の
京
都
府
織
物
・
機
械
金
属
振
興
セ
ン
タ
ー
）
を
ご
視
察

さ
れ
た
と
き
は
、
誠
実
で
強
い
情
熱
と
豊
か
な
知
識
を
基

に
、
一
か
月
前
か
ら
管
轄
区
域
の
不
審
者
の
捜
索
を
率
先

し
て
行
わ
れ
、
皇
太
子
ご
夫
妻
の
安
全
確
保
に
全
力
を
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。 

　
加
え
て
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
は
京
丹
後
警
察
署
の

地
域
安
全
協
力
委
員
と
し
て
、
元
警
察
官
と
し
て
の
知
識

と
経
験
を
活
か
し
て
地
域
の
安
全
確
保
に
努
め
ら
れ
る
な

ど
、
そ
れ
ら
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

元
警
察
官 

芳 

賀
　
昇
さ
ん
（
弥
栄
町
溝
谷
） 

瑞
宝
單
光
章
を
受
章 

瑞
宝
單
光
章
を
受
章 

内山ブナ林観察会を開催 内山ブナ林観察会を開催 
府
内
最
大
の
「
大
ブ
ナ
」
に
触
れ
大
興
奮 

京丹後の自然を再認識 京丹後の自然を再認識 京丹後の自然を再認識 

　
快
晴
と
な
っ
た
五
月
十
八
日
、
丹
後
の

貴
重
な
自
然
資
源
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
価
値
と
保
全
の
必
要
性
を
改
め
て
考

え
て
い
た
だ
こ
う
と
、
大
宮
町
五
十
河
で
「
内

山
ブ
ナ
林
観
察
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

　
観
察
会
に
は
、「
毎
回
参
加
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
親
子
や
ご
夫
婦
の
ほ
か
、「
自
然
が

大
好
き
」
と
い
う
若
者
グ
ル
ー
プ
、「
自
然

観
察
ガ
イ
ド
に
興
味
が
あ
る
の
で
」
と
い
っ

た
か
た
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ

た
幅
広
い
年
代
に
わ
た
る
六
十
三
人
の
一

般
参
加
者
と
、
十
六
人
の
峰
山
・
長
岡
緑

の
少
年
団
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
近
年
、
世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
異
常

気
象
や
脅
威
を
増
す
自
然
災
害
な
ど
は
、

地
球
温
暖
化
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
影
響
は
、
自
然
豊
か
な
丹
後
に
暮
ら

す
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
も
、
食
物
価
格
の

高
騰
を
は
じ
め
、
確
実
に
出
は
じ
め
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
気
候
を
安
定
さ
せ
、

多
様
な
生
き
も
の
を
育
み
、
「
緑
の
ダ
ム
」

と
し
て
水
や
食
料
を
私
た
ち
に
与
え
て
く

れ
る
森
は
、
人
類
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
資
源
で
す
。 

 

内
山
地
域
は
、
大
宮
町
と
宮
津
市
が
接

す
る
、
標
高
六
〇
〇
〜
七
〇
〇
㍍
の
急
峻

な
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
植
林
や
開
発

に
よ
り
、
今
で
は
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い

な
い
と
い
わ
れ
る
貴
重
な
「
ブ
ナ
」
の
自

然
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
比
較
的
低
標

高
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
海
側
特

有
の
冷
涼
な
気
候
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

こ
の
ブ
ナ
の
群
生
林
は
、
そ
の
学
術
的
な

価
値
と
同
時
に
「
市
民
が
手
軽
に
親
し
め

る
ブ
ナ
の
森
」
と
し
て
、
全
国
的
に
も
た

い
へ
ん
珍
し
い
も
の
で
す
。 

 

同
観
察
会
で
は
、
平
井
久
夫
さ
ん
（
丹

後
ス
ペ
ー
ス
ク
ラ
ブ
代
表
）
の
ほ
か
四
人

の
講
師
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
心
地

よ
い
風
と
木
漏
れ
日
の
中
、
約
三
㌔
の
山

道
を
散
策
。
参
加
者
は
、
府
内
最
大
の
大

ブ
ナ
（
幹
周
り
三
・
六
五
㍍
）
を
は
じ
め
、

カ
エ
デ
、
シ
デ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
美
し
さ

と
た
く
ま
し
さ
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
内
山
ブ

ナ
林
の
素
顔
に
ふ
れ
ま
し
た
。 

豊かな 豊かな 豊かな 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

◆開 催 日　９月14日（日） 
　　　　　　○100kmスタート　4：30 
　　　　　　○60km　スタート　9：30 
 　　　　　○競技終了　　　　  18 ：30 
◆開 催 地　京丹後市内 
◆種目および参加料 
　　　　　　○100kmの部　15,000円 
　　　　　　○60kmの部　　10,000円 
◆参加資格　レース当日に満18歳以上の健康なかた 
 　　　　　 ※車椅子での参加はできません。 
◆定　　員　○100km　1,000人（申し込み先着順） 
　　　　　　○60km　　　500人（申し込み先着順） 

◆主　　催　歴史街道・丹後100kmウルトラマラソン
　　　　　　実行委員会 
◆ゲ  ス  ト　弁護士 ・ 参議院議員　丸山和也さん 
◆申し込み　８月１日（金）までに（当日消印有効）募集
　　　　　　パンフレット（観光振興課にあります）に
　　　　　　ある郵便振替用紙でお申し込みいただく
　　　　　　か、「歴史街道・丹後100kmウルトラマラ
　　　　　　ソン」のホームページ（http://www.r-　　
　　　　　　　wellness.com/archives/mtango100km/） 
　　　　　　からお申し込みください。 
※詳しくは、観光振興課（蕁69-0450）へお問い合わせ
　ください。 

100kmの部  4：30 
　60kmの部  9：30
100kmの部  4：30 
　60kmの部  9：30

9月14日（日） 9月14日（日） 

100kmウルトラマラソン 
 
100kmウルトラマラソン 
 
100kmウルトラマラソン 
 「参加者」を募集 「参加者」を募集 

　恒例となりました「歴史街道・丹後100kmウルトラマラソン」の参加者を次のとおり募集します。ふるってご参
加ください。（当日のボランティアスタッフのかたも募集します。詳しくは、観光振興課へお問い合わせください） 
　恒例となりました「歴史街道・丹後100kmウルトラマラソン」の参加者を次のとおり募集します。ふるってご参
加ください。（当日のボランティアスタッフのかたも募集します。詳しくは、観光振興課へお問い合わせください） 

【観光振興課 69-0450】 【観光振興課 蕁69-0450】 

開催日 

スタート 

2008 
歴史街道丹後 
2008 

歴史街道丹後 
2008 

歴史街道丹後 

ス
ピ
ー
ド

ス
ピ
ー
ド
と

パ
ワ
ー

パ
ワ
ー
に

観
衆
観
衆
が

魅
了
魅
了 
ス
ピ
ー
ド
と

パ
ワ
ー
に

観
衆
が

魅
了 
ス
ピ
ー
ド
と

パ
ワ
ー
に

観
衆
が

魅
了 

中日 中日 阪神 阪神 阪神 

タイガース タイガース タイガース ＶＳ ＶＳ ＶＳ ドラゴンズ ドラゴンズ 

 

　
同
公
式
戦
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
と
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
十
三
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
八
年
の

第
一
回
大
会
か
ら
昨
年
の
第
十
二

回
大
会
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、

オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
と
し
て
開
催
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
と
し
て
開
催
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
年
の
対
戦
カ
ー
ド
は
「
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
」
対
「
中
日
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
」
。
二
日
間
に
わ
た
る
二
連

戦
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
初

日
の
試
合
は
あ
い
に
く
の
空
模
様

に
よ
り
中
止
。
開
催
を
待
ち
望
む

フ
ァ
ン
の
熱
い
想
い
で
、
二
日
目

は
絶
好
の
観
戦
日
和
と
な
り
ま
し

た
。 

　
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
尽
く
し
た
観

衆
は
、
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
迫
力
あ
る
ゲ
ー
ム
に
釘
づ
け
。

タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ラ

ン
が
飛
び
出
す
と
、
大
き
な
歓
声

で
会
場
は
わ
き
上
が
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
十
九
日
に
は
、
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
の
選
手
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
「
学
童
野
球
教
室
」
が
大
宮

社
会
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
市
内

の
十
九
チ
ー
ム
か
ら
約
百
七
十
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
あ
こ
が
れ
の
プ
ロ
野
球
選
手
か

ら
グ
ラ
ブ
さ
ば
き
や
打
撃
・
投
球

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
指
導
を
直
接
受

け
、
緊
張
し
な
が
ら
も
目
を
輝
か

せ
て
野
球
の
上
達
を
め
ざ
し
て
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

ウエスタンリーグ 
公式戦 

ウエスタンリーグ 
公式戦 

プロ野球 プロ野球 

丹 

後
の
春
の
風
物
詩
と
な
っ
た
「
プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー

グ
公
式
戦
」（
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
開
催
実
行
委
員
会
主
催
）

が
、
四
月
二
十
日
に
峰
山
球
場
（
峰
山
町
荒
山
）
で
開
催
さ
れ
、
春
の

す
が
す
が
し
い
天
候
に
恵
ま
れ
て
約
二
千
三
百
人
の
観
衆
が
、
間
近
に

見
る
プ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。 



フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
「
電
話
相
談
窓

電
話
相
談
窓
口
」
を
開
設
開
設 

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
「
電
話
相
談
窓
口
」
を
開
設 

府
内
初

府
内
初  

市
が
通
話
料

通
話
料
を
負
担
負
担
す
る 

府
内
初  

市
が
通
話
料
を
負
担
す
る 

平成20年6月 平成20年6月 

15 14

電 

話 

相 

談 

介

護

保

険 

　65歳以上のかたの介護保険料は、所得により８段階に区分し賦課されていますが、平成17年度の税制改正（老年

者控除の廃止など）により、急激に保険料が高くならないように、平成18年度と19年度の２年間にわたり激変緩和

措置を講じてきました。今回、国の政令の一部改正に基づき、平成20年度も激変緩和措置を延長することになりまし

たのでお知らせします。（ただし、平成17年１月１日現在において、65歳以上であった者に限る） 

　なお、平成20年度の段階別介護保険料は下記のとおりです。 

段　階 

 第１段階 

 第２段階 

 第３段階 

 第４段階 

  

  

  

 第５段階 

  
  

 第６段階 

 第７段階 

 第８段階 

　　　　　　　　　　　　　　　　　対　　象　　者 

生活保護を受けているかた 

世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年金を受けているかた 

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下のかた 

世帯全員が市民税非課税で、第２段階以外のかた 

世帯のだれかに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税のかた 

                税制改正により第１段階から上昇したかた 

                税制改正により第２段階から上昇したかた 

                税制改正により第３段階から上昇したかた 

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満のかた 

                税制改正により第１段階から上昇したかた 

                税制改正により第２段階から上昇したかた 

                税制改正により第３段階から上昇したかた 

                税制改正により第４段階から上昇したかた 

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上350万円未満のかた 

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が350万円以上500万円未満のかた 

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上のかた 

 保険料 

12,900円 

21,600円 

30,200円 

43,200円 

35,800円 

35,800円 

39,300円 

54,000円 

43,200円 

43,200円 

46,600円 

50,100円 

64,800円 

75,600円 

86,400円 

緩和される 

場        合  

緩和される 

場        合 

特別徴収／年金から差し引かれます 

介護保険料の納め方 

 

 

　年金の定期支払いの際に、保険料があらかじめ差し引かれます。保険料は、ご本人や世帯員の市民税課税
状況や、ご本人の前年中の所得に応じて決定するため、これらが確定しないと年間保険料額は確定しません。
そのため、前年度より引き続き特別徴収のかたについては、仮徴収と本徴収という仕組になっています。 

●前年の所得が確定していないため、仮に算定された保険料を納めます。 

●確定した年間保険料額から仮徴収分を差し引いた額を３回に分けて納めます。 

次の場合は、特別徴収の対象でも納入通知書での納付となります 
●年金担保、年金差し止め、現況届けの未提出などで年金が停止し、保険料の差し引きができなくなった場合 

●収入申告のやり直しなどで、所得段階が変更になった場合 

対象となるかた 老齢 ・ 退職 （基礎）、 遺族、 障害年金が年額18万円以上のかた 
 * 老齢福祉年金、寡婦年金などについては、 特別徴収の対象となりません。 

老齢 ・ 退職 （基礎）、 遺族、 障害年金が年額18万円未満のかた 

普通徴収／納入通知書や口座振替で納めます 

口座振替にすると、納めに行く手間が省け、納め忘れの心配
もありません。 
以下のものをご持参いただき、指定の金融機関でお申し込み
ください。 

→ 

● 保険料の納入通知書　● 預 （貯） 金通帳　● 印鑑 （通帳の届け出印） 

● 口座振替申込書 （市内の金融機関・郵便局の窓口に用意しています） 

介護保険料に関するお問い合わせは高齢者福祉課（蕁69-0330）へご連絡ください 

介護保険料の激変緩和措置を延長します 介護保険料の激変緩和措置を延長します 介護保険料の激変緩和措置を延長します 

本徴収 10月 （４期） 12月 （５期） ２月 （６期） 

仮徴収 ４月 （１期） ６月 （２期） ８月 （３期） 

対象となるかた 

口座振替が 
 便利です 

0120-689-874 
（フリーアクセス番号・通話料金は無料です） 

075-645-5155 
（通話料金が掛かります） 

月曜日～金曜日 
9：00～12：00・13：00～16：00

時間 

こころの相談電話 こころの相談電話 こころの相談電話 

0120-689-107 
（フリーアクセス番号・通話料金は無料です） 

075-864-4343 
（通話料金が掛かります） 

365日・24時間 時間 

京都いのちの電話 京都いのちの電話 京都いのちの電話 

※IP電話対応機器の機能によっては、フリーアク 
　セス番号へ接続できない場合があります。 

心の悩みをご相談ください 心の悩みをご相談ください 

〜
相
談
・
支
援
体
制
を
拡
充
〜 

　
不
安
や
悩
み
を
だ
れ
に
も
話
せ
ず
、

一
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
通
話
料
を
京
丹
後
市
が
負

担
す
る
「
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
」
に
よ

る
電
話
相
談
窓
口
を
、
府
内
で
初
め

て
四
月
か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
。 

 

　
毎
年
、
全
国
で
自
殺
者
が
三
万
人

を
超
え
る
と
い
う
憂
慮
す
べ
き
事
態

が
続
く
中
、
市
で
は
自
殺
対
策
を
行

政
の
重
要
課
題
に
位
置
づ
け
て
、
十

六
の
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
を
得

て
、
昨
年
度
「
京
丹
後
市
自
殺
ゼ
ロ

実
現
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
だ

れ
も
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
自
殺
予
防
対
策
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
四
月
に
は
多
重
債
務
者
の

か
た
救
済
の
た
め
、
専
任
職
員
を
配

置
し
た
「
多
重
債
務
相
談
・
支
援
室
」

を
大
宮
庁
舎
に
開
設
。
ま
た
、
今
年

一
月
に
は
、
自
殺
の
大
き
な
要
因
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
う
つ
病
」
の

予
防
の
た
め
、
紙
芝
居
「
こ
こ
ろ
の

風
邪
」
を
作
成
し
、
出
前
講
座
の
一

つ
と
し
て
、
保
健
師
の
講
話
と
組
み

あ
わ
せ
て
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

　
同
電
話
相
談
窓
口
は
、
京
都

市
内
で
相
談
電
話
を
開
設
さ
れ

て
い
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
電
話
」

（
京
都
府
精
神
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
）
と
、
社
会
福
祉
法
人
「
京

都
い
の
ち
の
電
話
」
の
ご
協
力

を
得
て
実
現
。
京
丹
後
市
内
の

固
定
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
番
号
へ
お
掛
け

い
た
だ
く
こ
と
で
、
通
話
料
金

が
無
料
で
専
門
の
相
談
員
に
匿

名
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。 

子どもを「有害サイト」から守りましょう 子どもを「有害サイト」から守りましょう 子どもを「有害サイト」から守りましょう 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【情報政策課 蕁 69-0130】 

 近年、子どもが「出会い系サイト」などの「有害サイト」へ携帯電話などを通じてアクセスし、トラ
ブルや犯罪にあう被害が多発しています。 
 たとえ犯罪とは無関係と思われるウェブサイトであっても、掲示板などのコミュニケーション機能が
ある場合、お互いの連絡先などを交換して出会い系サイトのように利用され、子どもが犯罪に巻き込ま
れる可能性があり、また、実際に犯罪被害も発生しています。 
 携帯電話・ＰＨＳ各社から提供される「フィルタリングサービス」を利用すると、「有害サイト」へ
のアクセスをブロックすることができます。 

～携帯電話・PHSからの有害サイトアクセス防止を～ ～携帯電話・PHSからの有害サイトアクセス防止を～ 

※詳しくは、文部科学省のホームページ（http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/02/07021506.htm）をご覧ください。 
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子
　
育
　
て 

子
　
育
　
て 

平成20年6月 平成20年6月 

ファミリー・サポート・ 
センターの仕組みは… 

ファミリー・サポート・ 
センターの仕組みは… 
ファミリー・サポート・ 
センターの仕組みは… 

育児の援助を受けたいかた＝「おねがい会員」 
育児の援助をしたいかた＝「まかせて会員」 
　　に、それぞれ会員登録 
 

登録内容をもとに、センターからそれぞれの会員
を紹介 
※条件にあうかたがおられない場合もあります。 
 

活動前に、「おねがい会員」と「まかせて会員」の
打ち合せ（顔合わせ） 
 

「おねがい会員」から、援助を受けたい日時をセン
ターへ連絡 
 

センターから「まかせて会員」へ連絡 
 

援助活動後、「まかせて会員」は「おねがい会員」
へ活動内容を報告 
 

「おねがい会員」から「まかせて会員」へ利用料の
支払い 
 

「まかせて会員」は、センターへ活動報告書を提出 

 援助活動中に生じたけがや事故については、会員相互で話し合って解決していただくこととしていますが、
会員のみなさんに安心して活動していただけるよう、「ファミリー・サポート・センター補償保険」にご加入
いただきます。（会員登録の際にご加入いただき、保険料は市が負担します） 

活動の提供と報告 活動の提供と報告 

利用料の支払い 利用料の支払い 

登
録
申
し
込
み 

援
助
依
頼 

報
告
書
の

報
告
書
の 

提
出
提
出 

報
告
書
の 

提
出 

「
お
ね
が
い
会
員
」 

の
紹
介 

「
ま
か
せ
て
会
員
」 

の
紹
介 

おねがい会員 おねがい会員 まかせて会員 まかせて会員 

京丹後市ファミリー・ 
サポート・センター 
京丹後市ファミリー・ 
サポート・センター 

7：00～19：00 

上記以外の時間 

500円／時間 

600円／時間 

600円／時間 

平日(月曜～金曜日) 

土曜・日曜・祝日および 
8月13日～8月16日・12月28日～1月4日 

※兄弟姉妹を預かる場合は、２人目からは半額です。 
※「まかせて会員」が送迎などに自家用車を使用した
場合は、１回の活動につき上記費用とは別に100
円かかります。 

利用料 利用料 利用料 

「まかせて会員」・「おねがい会員」を募集 「まかせて会員」・「おねがい会員」を募集 「まかせて会員」・「おねがい会員」を募集 
　「京丹後市ファミリー・サポート・センター」で

は、同センターの取り組みにご賛同いただいたう

えで、ご協力いただけるかた（子育ての「援助を

したいかた」・「援助を受けたいかた」）の会員登録

を募集しています。 

　子育ての「援助をしたいかた」または「援助を

受けたいかた」で関心のあるかたは、お気軽に同

センターへお問い合わせください。 

 

 運転免許証または保険証などの身分証明書およ

び顔写真２枚（4cm×3cmと2.5cm×2cm） 

※申込用紙は「京丹後市ファミリー・サポート・

センター」および市民局市民福祉課にあります。 

 

 京丹後市ファミリー・サポート・センター 

　（子育て支援課内・蕁 69-0340） 

①市内在住のかた 
②育児が必要なおおむね生後二か月以上小学校三
年生以下のお子さんを養育されているかた 
 
 
①市内在住のかた 
②心身ともに健康で、援助活動に理解と熱意のあ
るかた 
③センターが開催する講習会を受講されたかた 
④自宅で安全にお子さんを預かることができるか
た 
※「まかせて会員」と「おねがい会員」の両方に
登録されるかたは、「両方会員」となります。 

どのような援助活動をするの どのような援助活動をするの どのような援助活動をするの 

保育所などの開始前や終了後、お子さんを預かる 

保育所などへの送迎を行う 

保護者のかたの病気や急用などの場合に、お子さ

んを預かる 

冠婚葬祭やほかのお子さんの学校などの行事の際、

お子さんを預かる　など 

※保育所など…保育所、幼稚園、小学校、放課後     

児童クラブのことです。 

※援助活動は原則、「まかせて会員」の自宅で行い、

宿泊を伴う援助活動は行いません。 

※活動は「まかせて会員」と「おねがい会員」両

者の合意に基づき開始します。 

「京丹後市ファミリー・サポート・センター」 「京丹後市ファミリー・サポート・センター」 「京丹後市ファミリー・サポート・センター」 

心
と
ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
市
で
は
「
子
育
て

の
援
助
を
し
た
い
か
た
」
と
、「
子
育
て
の

援
助
を
受
け
た
い
か
た
」
が
地
域
で
子
育

て
を
助
け
合
う
「
京
丹
後
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。 

　
子
育
て
の
援
助
を
し
た
い
か
た
に
は
「
ま

か
せ
て
会
員
」、
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た

い
か
た
に
は
「
お
ね
が
い
会
員
」
と
し
て

登
録
し
て
い
た
だ
き
援
助
を
行
っ
て
（
受

け
て
）
い
た
だ
く
も
の
で
、
会
員
の
み
な

さ
ん
相
互
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
成

り
立
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。 

　「
困
っ
た
…
助
け
て
ほ
し
い
な
」、「
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
か
し
た
い
な
」
と
い

う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
大
切
な
大
切
な

子
ど
も
の
こ
と
、「
だ
れ
に
で
も
言
え
る
も

の
で
は
な
い
し
、
頼
め
る
も
の
で
も
な
い
」、

「
自
分
か
ら
預
か
る
な
ん
て
言
え
な
い
」
…

そ
の
よ
う
な
「
言
え
な
い
」・「
気
づ
い
て
も

ら
え
な
い
」
か
ら
解
決
で
き
な
い
“不
安
”
を

少
し
で
も
解
消
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
一
端
を
担
え
る
こ

と
を
目
標
に
、
活
動
し
て
い
ま
す
。 

安 安 安 

そんなときは そんなときは そんなときは 

対 象 者 対 象 者 対 象 者 

おねがい会員 おねがい会員 おねがい会員 

まかせて会員 まかせて会員 まかせて会員 

申し込みに必要なもの 申し込みに必要なもの 申し込みに必要なもの 

お問い合わせ先 お問い合わせ先 お問い合わせ先 

 

「まかせて会員」のかたからは「おばあちゃんと言

ってなついてくれて、お母さんからも喜んでもら

えた」、「新鮮で楽しかった」など、また「おねが

い会員」のかたからは「核家族のことや仕事の内

容などを理解して応援してくださり、また、子ど

もも親もよいかたとペアが組めてよかった」など

の声をお寄せいただいています。 

へ へ へ 

 

明日は仕事で保育所のお迎えに 
間に合わないなぁ… 

病院に行きたいけど、 
子どもを連れて行けな 
いしなぁ… 

子育て中のかたの 
お役に立ちたい 

同窓会が 
あるのだけれど… 

上の子の授業参観日に、 
下の子を預かってくれる所が 
見つからない 

困ったときは 
お互いさま 

支援活動の実施 



「京丹後市民の人権に関する意識調査」 
結果報告 

「京丹後市民の人権に関する意識調査」 
結果報告 

「京丹後市民の人権に関する意識調査」 
結果報告 

平成20年6月 平成20年6月 

19 18

人
権
に
関
す
る
意
識
調
査 

人
権
に
関
す
る
意
識
調
査 

　京丹後市では、人権が尊重される社会の実現に向けて、今後の市の人権に対する教育などに役立てることを

目的に、平成19年10月に「京丹後市民の人権に関する意識調査」を実施しました。 

　前回に引き続き、調査結果の概要をご報告します。 

男性と女性に関する問題について 男性と女性に関する問題について 

障害のあるかたに関する問題について 

同和問題について 

不明・無回答 

わからない 

女性の方が非常に優遇されている 

どちらかというと女性の方が 
優遇されている 

平等だと思う 

どちらかというと男性の方が 
優遇されている 

男性の方が非常に優遇されている 

不明・無回答 

わからない 

女性の方が非常に優遇されている 

どちらかというと女性の方が 
優遇されている 

平等だと思う 

どちらかというと男性の方が 
優遇されている 

男性の方が非常に優遇されている 

0 10 20 30 40 50

01020304050 0 10 20 30 40 50

0 10 20 30 40 50 60 70

次の分野で、男女の地位や待遇は平等であると思いますか 次の分野で、男女の地位や待遇は平等であると思いますか 次の分野で、男女の地位や待遇は平等であると思いますか 

子どもの人権が守られるために、今後特に必要なことは、どのようなことだと思いますか（複数回答） 子どもの人権が守られるために、今後特に必要なことは、どのようなことだと思いますか（複数回答） 子どもの人権が守られるために、今後特に必要なことは、どのようなことだと思いますか（複数回答） 

障害のあるかたの人権が守られるために、今後特に必要なことはどのようなことだと思いますか（複数回答） 障害のあるかたの人権が守られるために、今後特に必要なことはどのようなことだと思いますか（複数回答） 障害のあるかたの人権が守られるために、今後特に必要なことはどのようなことだと思いますか（複数回答） 

同和問題を解決するために、特に必要なことは 
どのようなことだと思いますか（複数回答） 

同和問題を解決するために、特に必要なことは 
どのようなことだと思いますか（複数回答） 
同和問題を解決するために、特に必要なことは 
どのようなことだと思いますか（複数回答） 

【家庭生活】 

【職　　場】 【社会全体】 

【学　　校】 

子どもが健やかに育つよう、愛情豊かな家庭をつくる 

家庭、学校、地域の連携を強め、地域社会全体で子どもを育てる 

学校において、いじめ防止の取り組みを強化する 

教師に対する研修を充実させる 

児童虐待や性犯罪など、こどもが被害者となる犯罪の取り締りや罰則を強化する 

子ども自身が安心して心を開ける相談体制づくりを充実させる 

市役所・学校などで行われる講演会や研修会を充実させる 

市民グループ、民間団体などが行う啓発活動に対する支援を充実させる 

そのほか 

特に必要はない 

わからない 

不明・無回答 

そのほか 

特に必要はない 

わからない 

不明・無回答 

そのほか 

特に必要はない 

わからない 

不明・無回答 

　「京丹後市民の人権に関する意識調査」につきまして、多くのかたにご協力いただきありがとうございました。 
　本紙に掲載した調査結果は、全体の一部です。詳細につきましては、市民課でご覧いただけるほか、市のホ
ームページ（http://www.city.kyotango.kyoto.jp）でもご覧いただけます。 

日本の社会の中で、「同和問題」、「部落問題」など
といわれる問題があることを知っていますか 

日本の社会の中で、「同和問題」、「部落問題」など
といわれる問題があることを知っていますか 
日本の社会の中で、「同和問題」、「部落問題」など
といわれる問題があることを知っていますか 

障害のあるかたに就業場所や機会をつくる
とともに、日常生活への支援を充実させる 

障害のあるかたに対する理解と関心を
深める教育・啓発活動を充実させる 

さまざまな分野で障害のある
かたとの交流を促進させる 

障害のあるかたを狙った犯罪の防止など、障害の
あるかたの権利や生活を守る制度を充実させる 

障害のあるかたに対する虐待などの防止策を徹底する 

建物の階段や道路の段差を解消してバリアフ
リーを進めるなど、社会環境の整備を進める 

障害のあるかたのための人
権相談体制を充実させる 

01020304050
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12.1％ 12.1％ 

8.1％ 8.1％ 

2.2％ 2.2％ 

7.9％ 7.9％ 

11.6％ 11.6％ 

63.5％ 63.5％ 

63.3％ 63.3％ 

32.8％ 32.8％ 

22.4％ 22.4％ 

28.1％ 28.1％ 

32.1％ 32.1％ 

3.9％ 3.9％ 

5.3％ 5.3％ 

2.6％ 2.6％ 

0.8％ 0.8％ 

2.7％ 2.7％ 

3.9％ 3.9％ 

38.8％ 38.8％ 

16.7％ 16.7％ 
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64.9％ 64.9％ 

39.9％ 39.9％ 

32.7％ 32.7％ 

18.9％ 18.9％ 

10.8％ 10.8％ 

34.8％ 34.8％ 

19.8％ 19.8％ 

1.9％ 1.9％ 

3.2％ 3.2％ 

7.3％ 7.3％ 

5.9％ 5.9％ 

52.2％ 52.2％ 

知っている 
69.9％ 

知っている 
69.9％ 

知らない　3.2％ 
不明・無回答　6.2％ 

聞いたことがある 
20.7％ 

聞いたことがある 
20.7％ 

34.3％ 34.3％ 

14.4％ 14.4％ 

19.9％ 19.9％ 

30.0％ 30.0％ 

5.6％ 5.6％ 

9.3％ 9.3％ 

11.0％ 11.0％ 

5.0％ 5.0％ 

同和問題が正しく理解されるよう、
教育・啓発活動を推進する 

同和問題について、自由な意見
交換ができる社会環境をつくる 

「えせ同和行為」を防止す
る取り組みを充実させる 

同和問題についての人権
相談体制を充実させる 

同和問題や差別のことを口に出さないで、
そっとしておく。子どもにも教えない 

子どもに関する問題について 子どもに関する問題について 

　同和問題についての認知度は高い一方、その成
り立ちについての誤った認識を持っておられるか
たも多く見られました。 
　問題の解決については、「正しく理解されるた
めの教育・啓発活動の推進」を求める声が高い一
方、「寝た子を起こすな論」にも多くの回答があ
りました。 

　障害のあるかたの自立

のために就業の場所や機

会をつくるだけではなく、

職場における偏見や不利

な扱いを受けないよう、

周囲のかたの理解を深め

る取り組みが求められて

います。 

　
男
女
の
平
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
以
外
の
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
男
性
が

優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
か
た
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
）
に
つ

い
て
は
、
約
三
〇
％
の
女
性
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
、
男
性
に
お
い
て
も

約
十
八
％
の
か
た
が
暴
力
を
受
け
た
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。 

　子どもの人権を守るた

めには、「愛情豊かな家庭」

と「地域社会全体の連携」

が求められています。 
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、特定の個人や団体な

どへの誹謗・中傷を除き、すべ

てお答えすることとし、お名前

や連絡先をご記入いただいてい

るかたにつきましては、直接お

答えもさせていただいています。

一方、お名前や住所などの連絡

先の記入のないものにつきまし

ては、市のホームページおよび

広報紙でお答えすることとして

います。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

ご

意

見

箱 

ご

意

見

箱 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ｑ 

Ｑ 

      

 

学
校
給
食
へ
の
地
元
食
材

の
活
用
に
つ
い
て 

 

小
学
生
の
子
ど
も
の
母
で
す
。

先
日
、
学
校
か
ら
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
燃
料
代
や
小

麦
粉
な
ど
、
材
料
の
値
上
げ
も
あ
り
、
仕

方
な
い
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
京
丹
後

市
の
統
一
献
立
の
導
入
に
よ
る
こ
と
も
あ

る
と
聞
き
ま
し
た
。 

 

食
品
の
安
全
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
起
き
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
確
実
・

安
全
の
た
め
に
地
産
地
消
に
し
て
、
各
地

区
・
各
小
学
校
で
独
自
の
献
立
が
あ
っ
て

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
地
元
で
、
季
節
に

あ
っ
た
食
べ
物
は
、
健
康
に
も
よ
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
学
校

給
食
に
な
る
よ
う
に
心
が
け

て
ま
い
り
ま
す 

 

京
丹
後
市
学
校
給
食
の
「
統
一
献
立
」

に
つ
い
て
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
学
校
給
食
の
献
立
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
も
旧
町
単
位
で
六
通
り
の
献
立
を
立

て
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
市
内

の
児
童
生
徒
が
で
き
る
限
り
同
じ
内
容
の

給
食
を
喫
食
で
き
る
よ
う
に
栄
養
教
諭
・

学
校
栄
養
職
員
が
検
討
を
行
い
、
統
一
献

立
を
作
成
し
、
平
成
十
九
年
度
は
試
行
的

に
行
い
、
二
十
年
度
か
ら
本
格
的
に
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
（
保
育
所
は
合
併

後
の
平
成
十
六
年
六
月
か
ら
す
で
に
統
一

献
立
と
し
て
い
ま
す
） 

 

内
容
は
、
従
来
通
り
の
丹
後
と
い
う
地

域
性
を
活
か
し
た
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た

季
節
感
の
あ
る
献
立
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
な
く
、
学
校
行
事
な
ど
に
あ
わ
せ
た
独

自
の
お
楽
し
み
献
立
も
組
み
込
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
生
鮮
食
材
に
つ
い
て
は

一
括
購
入
し
ま
せ
ん
の
で
、
校
区
の
実
情

に
あ
わ
せ
た
購
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。
統

一
献
立
に
な
っ
て
も
引
き
続
き
近
隣
の
生

産
者
の
み
な
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
学
校
給
食
に
な
る
よ

う
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

次
に
、
給
食
費
の
決
定
の
仕
方
で
す
が
、

食
材
費
が
保
護
者
負
担
で
あ
る
た
め
金
額

は
学
校
ご
と
に
決
め
ら
れ
、
給
食
会
計
も

学
校
ご
と
と
し
て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、

給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
も
、
学
校
ご

と
に
検
討
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
承
認
を

得
て
決
ま
り
ま
す
。
今
春
か
ら
小
麦
粉
を

は
じ
め
、
各
種
食
材
の
値
上
げ
な
ど
に
よ

り
、
学
校
の
中
に
は
、
平
成
二
十
年
度
給

食
費
の
値
上
げ
を
予
定
さ
れ
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。
ご
家
庭
へ
の
負
担
が
増
え

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
京
丹
後
市

で
は
燃
料
費
は
市
が
負
担
し
て
お
り
給
食

費
に
転
嫁
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

学
校
給
食
を
通
し
て
〝
食
〞
の
情
報
を

発
信
し
、
児
童
生
徒
の
食
べ
る
こ
と
へ
の

意
欲
・
関
心
を
高
め
、
食
べ
物
を
大
切
に

し
、
食
べ
物
の
生
産
な
ど
に
関
わ
る
み
な

さ
ん
へ
感
謝
す
る
心
を
育
む
食
育
の
推
進

に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
学
校
教
育
課
】 

  

第
四
版
「
京
丹
後
市
バ
ス
・

鉄
道
・
航
空
時
刻
表
」
に

つ
い
て 

　
京
丹
後
市
の
時
刻
表
が
届
き
ま
し
た
。

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
便
利
だ
と
思
い

ま
す
が
、
バ
ス
の
乗
り
場
が
わ
か
り
に
く

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
峰
山
の
バ
ス
停
は

停
ま
る
と
こ
ろ
が
複
雑
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
所
に
バ
ス
停
が
あ
る
た
め
乗
り
間
違

え
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
小
さ
な
停
留
所
の
中
に
は
、

道
の
片
側
に
し
か
ポ
ー
ル
が
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
時
刻

を
見
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
道
を
渡
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
結
局
、
道
の
ど
ち
ら

側
で
待
て
ば
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
両
方
に
ポ
ー
ル
を
立
て
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

　
鉄
道
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
乗
り
場
に
こ

の
番
線
か
ら
出
る
列
車
の
時
刻
表
を
掲
示

し
て
も
ら
え
る
と
、
わ
か
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
外
・
男
性
】 

積
極
的
に
改
善
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す 

　
時
刻
表
が
「
と
て
も
わ
か

り
や
す
く
、
便
利
だ
」
と
い
う
ご
感
想
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
一
方
で
、
バ
ス
の
乗
り
場
に
つ
い
て
「
バ

ス
停
ポ
ー
ル
が
道
の
片
側
し
か
な
い
の
で
、

ど
ち
ら
で
待
て
ば
い
い
の
か
が
わ
か
り
に

く
い
」
と
の
ご
指
摘
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
と
し
ま
し
て
も
、
バ
ス
停
ポ
ー
ル
の
設

置
が
十
分
で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

バ
ス
停
ポ
ー
ル
の
道
路
の
両
サ
イ
ド
へ

の
設
置
は
、
バ
ス
を
安
心
・
便
利
に
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
運
行
事
業
者
と
の
共
同

体
制
の
も
と
、
財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

積
極
的
に
改
善
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

特
に
、
平
成
十
八
年
十
月
か
ら
の
上
限

二
百
円
バ
ス
の
実
証
運
行
開
始
以
降
、
初

め
て
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
た
が
増

え
て
お
り
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
観

光
客
の
か
た
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
道
路
片
側
に
し
か
バ
ス
停
ポ
ー
ル

の
な
い
箇
所
で
の
バ
ス
の
乗
り
方
や
、
バ

ス
停
以
外
で
も
バ
ス
の
乗
り
降
り
の
で
き

る
フ
リ
ー
乗
降
区
間
、
お
得
な
回
数
券
の

車
内
販
売
な
ど
、
「
バ
ス
の
ご
利
用
」
に

つ
い
て
の
啓
発
も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
鉄
道
に
つ
い
て
も
、
利
用
者
の

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
わ
か
り
や

す
く
な
る
よ
う
に
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
（
北
近
畿
タ
ン
ゴ

鉄
道
）
と
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

【
市
民
課
】 

  

市
財
政
に
占
め
る
人
件
費
に

つ
い
て 

　
市
の
財
政
事
情
は
極
め
て

悪
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
現
在
、
行
財
政

改
革
を
実
行
中
と
の
こ
と
で
す
。 

　
中
で
も
、
人
件
費
の
占
め
る
割
合
が
突

出
し
て
お
り
、
こ
れ
が
そ
の
原
因
の
一
つ

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
部
長
ク
ラ
ス
が
定
年
ま
で

勤
務
す
る
こ
と
は
常
識
で
は
私
た
ち
市
民

に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
市
の
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
・
男
性
】 

 

総
合
的
に
考
え
な
が
ら
人
件

費
の
縮
減
に
努
め
ま
す 

　
市
の
財
政
事
情
は
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
、
原

則
と
し
て
職
員
の
退
職
者
不
補
充
と
い
う

最
大
限
の
行
革
努
力
を
重
ね
、
平
成
十
六

年
に
は
八
百
八
十
九
人
だ
っ
た
一
般
会
計

職
員
を
平
成
二
十
年
に
は
七
百
五
十
五
人

ま
で
減
員
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
、
給
与
カ
ッ
ト
も
平
成
十
八
年
度
か

ら
続
行
し
て
お
り
、
平
成
十
九
年
度
に
お

い
て
は
、
一
般
職
で
は
医
師
を
除
き
給
料

の
二
㌫
カ
ッ
ト
（
一
部
の
職
員
は
一
㌫
カ

ッ
ト
）、
管
理
職
手
当
の
二
〇
㌫
カ
ッ
ト
、

市
議
会
議
員
で
は
報
酬
の
五
㌫
カ
ッ
ト
、

市
長
な
ど
の
常
勤
特
別
職
で
は
給
料
の
一

〇
㌫
カ
ッ
ト
を
行
い
、
人
件
費
の
抑
制
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
職
員
の
退
職
の
関

係
で
す
が
、
一
般
職
の
職
員
に
は
、
定
年

と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
以
外

の
退
職
は
、
職
員
の
個
々
の
事
情
に
よ
っ

て
選
択
さ
れ
る
も
の
で
、
役
職
職
員
だ
か

ら
と
い
っ
て
退
職
を
強
要
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

 

組
織
や
役
職
の
あ
り
方
、
職
員
の
人
数

や
年
齢
構
成
、
給
与
な
ど
、
総
合
的
に
考

え
な
が
ら
人
件
費
の
縮
減
に
努
力
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
人
事
課
】 

  

Ｑ 
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経
ヶ
岬
の
バ
ス
停
ポ
ー
ル 

こ
の
バ
ス
停
に
は
両
方
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す 



　平成19年度から、市内の６図書館（室）は、祝日

も開館しています。普段はお仕事などでゆっくり本に

接することができないかた、またご家族そろって、図

書館でゆったりした時間を過ごされませんか。本の中

に思わぬ発見があるかもしれません。（祝日が月曜日

の休館日と重なった場合は、翌日の火曜日を休館とし

ています） 
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ま
ち
の
情
報 

市
立
図
書
館 

平成20年６月 平成20年６月 

 

市立図書館はみなさんの本棚です 市立図書館はみなさんの本棚です 「子ども読書の日記念おはなし会」
　　　　　峰 山 図 書 館 

図書館は祝日も開館しています 図書館は祝日も開館しています 

※休館日は、本紙発行日の６月10日以降、次号 
　発行日の７月10日までを掲載しています。 

６月の休館日 ６月の休館日 ６月の休館日 

７月の休館日 ７月の休館日 ７月の休館日 
16日（月） ・ 23日（月） ・ 30日（月） 

１日（火） ・ ７日（月） 

市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

市立図書館はみなさんの本棚です 

図書館は祝日も開館しています 

読み聞かせ 
ボランティアさんを 
募集しています 

読み聞かせ 
ボランティアさんを 
募集しています 

読み聞かせ 
ボランティアさんを 
募集しています 

 峰山図書館では４月26日、「子ども読書の日記念お

はなし会」を開催しました。50人の親子が、図書館

職員と読み聞かせボランティア「わ」のかたによるエ

プロンシアター「ながぐつをはいたねこ」やパネルシ

アター、大型絵本などでおはなしの世界を楽しみまし

た。最初の手品では、演じ手の問いかけに元気よく答

え、会場は楽しい雰囲気に包まれました。そのあと、

参加した多くの親子は「楽しかったよ」と言いながら

図書館でたくさん本を借りて帰られました。 

　京丹後市の６つの図書館（室）では、ボランティア

のみなさんにもお世話にり、「読み聞かせ事業」を行

っています。主な活動は、図書館（室）での読み聞か

せ、季節ごとの「おはなし会」などの催し、保育所・

幼稚園・小学校などへ出かけての読み聞かせなどです。 

　読み聞かせの経験がないかたも大歓迎です。参加の

仕方などはご相談させていただきますので、絵本や読み

聞かせに興味があるかたは、ぜひご連絡ください。 

　峰山図書館（峰山地域公民館内・蕁 62-5101） 

　あみの図書館（ら・ぽーと内・蕁 72-4946） 

 大宮図書室（大宮地域公民館内・蕁 69-0672） 

 弥栄図書室（弥栄地域公民館内・蕁 65-2101） 

 丹後図書室（丹後地域公民館内・蕁 69-0664） 

 久美浜図書室（久美浜地域公民館内・蕁 82-1771） 

　市立図書館の貸し出し冊数は、昨年度に比べて

29,027冊（点）増加し、合併後４年間で約10万冊（点）

増加しました。 

 読みたい本が市立図書館にない場合も、できるだけ

ご要望にお応えできるように、京都府内のほかの図書

館から借りたり、購入するなどして提供させていただ

いています。そのほか調べたいことがあるときも、お

気軽にご相談ください。 

 また、子どもたちが本に親しむため、読み聞かせや

保育所・幼稚園・小学校などへの団体貸し出しなどに

も積極的に取り組んでいます。 

 今後も市民のみなさんの「本棚」としてお気軽にご

利用いただけるような親しみやすい図書館をめざして

さまざまな取り組みを行っていきます。 

「子ども読書の日記念おはなし会」
　　　　　峰 山 図 書 館 
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京都府丹後文化会館イベント情報 京都府丹後文化会館イベント情報 お問い合わせ  蕁 62-5200

 

 

8月9日（土） 

 

片岡リサ「箏の調べリサイタル」 公共ホール音楽 
活性化支援事業 影 絵 劇「アラジンと魔法のランプ」 

349,664 349,664 

253,503253,503

307,003307,003 307,079307,079
320,637320,637

今年も「がん検診」を受けましょう 今年も「がん検診」を受けましょう 今年も「がん検診」を受けましょう 

がん検診などの項目と対象者 がん検診などの項目と対象者 がん検診などの項目と対象者 

乳がん検診 

（視触診のみ）視触診のみ） 

大腸がん検診 

乳がん検診 

（視触診のみ） 

大腸がん検診 

30～39歳のかたを対象としていた乳がん検診（視触診のみ）については、国
の方針に基づき廃止します。 

30歳以上のかたを対象としていましたが、国の指針に基づき40歳以上とし 
ます。 

 

① 結核検診 

 

② 肺がん検診 

 

 

③ 胃がん検診 

 

④ 大腸がん検診 

⑤ 子宮頚がん検診 

⑥ 乳がん検診 
　（視触診、マンモグラ
フィ併用検診） 

⑦ 前立腺がん検診 

⑧ 肝炎ウイルス検診 

⑨ 腹部超音波検診 

 

① 結核検診 

 

② 肺がん検診 

 

 

③ 胃がん検診 

 

④ 大腸がん検診 

⑤ 子宮頚がん検診 

⑥ 乳がん検診 
　（視触診、マンモグラ
フィ併用検診） 

⑦ 前立腺がん検診 

⑧ 肝炎ウイルス検診 

⑨ 腹部超音波検診 

65歳以上のかた 
 

40歳以上のかた 
 

40歳以上のかた 
※半年以内に胃カメラ検査などを医療機関で
受けられたかたは対象となりません。 

40歳以上のかた 

20歳以上の女性で、昨年未受診のかた 
 

40歳以上の女性で、昨年未受診のかた 
 

55歳以上の男性 
※昨年異常なしのかたは対象となりません。 

40歳以上で、過去に受診したことがないかた 

平成21年３月31日現在で、40歳・45歳・50歳・
55歳・60歳・65歳・70歳のかた 

胸部エックス線撮影 

胸部エックス線撮影 
※喀痰（かくたん）検査は、問診により
必要が認められたかたに実施します。 

 

胃間接撮影 
 

便潜血反応検査（定量） 

診察、細胞診 

マンモグラフィ撮影（40歳代のかたは
２方向撮影、50歳以上のかたは１方向）
＋乳房視触診 

ＰＳＡ（血液検査） 

ＨＢｓ抗原検査、ＨＣＶ抗体検査 

腹部超音波検査（腎臓・肝臓・ひ臓） 

昨年からの 
変更点 

昨年からの 
変更点 

昨年からの 
変更点 

対　象　者 対　象　者 検 査 項 目 検 査 項 目 

　今年から「特定健康診査・特定保健指導」制度が

スタートしていますが、下表の「がん検診」などは

これまでどおり市が各公民館などで実施します。対

象のかたへは個別にご案内しますので、受診しまし

ょう。（乳がん検診および大腸がん検診については、

対象年齢が変更されますので、ご了承ください） 

◎場　　所　京都府丹後文化会館 
◎公演日時　8/9（土）開場14：00開演（13：30開場） 
◎入 場 料　大人（高校生以上）前売2,000円（当日2,300円） 
　　　　　　子ども………前売1,700円（当日2,000円） 
　　　　　　 (全席自由） 
　※前売券は会館窓口、各プレイガイドで発売しています 
◎主　　催　（財）京都府丹後文化事業団 
　　　　　　劇団かかし座 

◎場　　所　京都府丹後文化会館 
◎公演日時　8/9（土）開場14：00開演（13：30開場） 
◎入 場 料　大人（高校生以上）前売2,000円（当日2,300円） 
　　　　　　子ども………前売1,700円（当日2,000円） 
　　　　　　 (全席自由） 
　※前売券は会館窓口、各プレイガイドで発売しています 
◎主　　催　（財）京都府丹後文化事業団 
　　　　　　劇団かかし座 

◎場　　所　京都府丹後文化会館 
◎公演日時　6/29（日）開場13：30開演（13：00開場） 
◎入 場 料　一般　前売1,000円（当日1,300円） 
　　　　　　高校生以下　前売500円（当日700円） 
　　　　　　未就学児の入場はご遠慮ください（全席自由） 
　※前売券は会館窓口、各プレイガイドで発売しています 
◎主　　催　京丹後市 ・ 京丹後市教育委員会 
　　　　　　（財）京都府丹後文化事業団　　 

◎場　　所　京都府丹後文化会館 
◎公演日時　6/29（日）開場13：30開演（13：00開場） 
◎入 場 料　一般　前売1,000円（当日1,300円） 
　　　　　　高校生以下　前売500円（当日700円） 
　　　　　　未就学児の入場はご遠慮ください（全席自由） 
　※前売券は会館窓口、各プレイガイドで発売しています 
◎主　　催　京丹後市 ・ 京丹後市教育委員会 
　　　　　　（財）京都府丹後文化事業団　　 
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男　　　30,366人 

女　　　32,416人 

計　　　62,782人 

世帯数　22,021世帯 

　　（５月１日現在） 

　
ア
ユ
の
遡
上
で
知
ら
れ
る
丹

後
町
の
宇
川
で
五
月
八
日
、
上

宇
川
漁
業
協
同
組
合
（
倉
岡
澄

男
組
合
長
・
八
十
一
人
）
の
み

な
さ
ん
に
よ
り
、
体
長
約
十
㌢

の
稚
ア
ユ
約
一
万
九
千
匹
の
放

流
が
流
域
七
か
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
上
宇
川
保
育
所

の
子
ど
も
た
ち
二
十
三
人
も
宇

川
橋
付
近
で
の
放
流
に
参
加
。

小
さ
な
バ
ケ
ツ
に
わ
け
ら
れ
た

ア
ユ
の
稚
魚
を
手
渡
さ
れ
る
と
、

バ
ケ
ツ
か
ら
飛
び
出
そ
う
と
す

る
元
気
な
稚
ア
ユ
に
お
お
は
し

ゃ
ぎ
。「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
の

掛
け
声
と
と
も
に
次
々
と
放
流
。

勢
い
よ
く
川
を
泳
い
で
い
く
ア

ユ
に
、
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。 

　
倉
岡
組
合
長
に
よ
る
と
「
ア

ユ
の
産
卵
に
適
し
た
場
所
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
多
く
の
ア

ユ
が
遡
上
し
て
く
る
環
境
づ
く

り
が
大
切
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ア
ユ
釣
り
の
解
禁
は
六

月
二
十
九
日
で
、
こ
の
日
放
流

し
た
稚
ア
ユ
も
十
七
㌢
前
後
に

成
長
す
る
と
の
こ
と
で
す
。 

　
ま
た
、
五
月
二
十
四
日
に
は
、

ア
ユ
釣
り
愛
好
家
に
も
人
気
の

あ
る
弥
栄
町
の
野
間
川
で
も
、

野
間
漁
業
協
同
組
合
（
羽
賀
明

博
組
合
長
・
百
人
）
の
み
な
さ

ん
が
体
長
約
十
㌢
の
稚
ア
ユ
約

一
万
五
千
匹
を
放
流
。
野
中
橋

周
辺
で
は
、
野
間
小
学
校
の
児

童
十
一
人
も
稚
ア
ユ
の
成
長
を

願
い
放
流
を
行
い
ま
し
た
。
野

間
川
の
ア
ユ
釣
り
の
解
禁
は
七

月
六
日
。
当
日
は
、
野
中
区
主

催
の
「
野
間
そ
ば
ま
つ
り
」
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
の
田
植
え
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
、
五
月

十
七
日
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
（
東
京
都
港
区
）
に
あ
る
屋
上
庭
園
で
行
わ

れ
、
首
都
圏
の
お
子
さ
ん
な
ど
約
百
三
十
人
が
田
植
え
に
挑
戦
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
田
植
え
体
験
は
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
を
運
営
さ
れ
て
い
る
森
ビ
ル

株
式
会
社
が
、
五
年
前
か
ら
屋
上
庭
園
の
約
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を

活
用
さ
れ
て
実
施
。
今
年
は
京
都
府
の
協
力
に
よ
り
、
「
丹
後
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
と
「
新
羽
二
重
糯
（
し
ん
は
ぶ
た
え
も
ち
）
」
の
植
え
付
け

が
実
現
し
ま
し
た
。
田
植
え
に
は
、
京
都
府
農
業
総
合
研
究
所
の
研
究

員
の
か
た
が
指
導
に
あ
た
ら
れ
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
泥
に
ま

み
れ
な
が
ら
も
て
い
ね
い
に
苗
を
植
え
つ
け
ま
し
た
。 

　
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
平
成
十
九
年
産
の
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

（
日
本
穀
物
検
定
協
会
主
催
）
で
、
最
高
評
価
の
「
特
Ａ
」
に
西
日
本

で
唯
一
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
秋
の
収
穫
時
期
に
は
都
心
で
丹
後
の

味
が
再
現
さ
れ
ま
す
。 

「大きくなってね」の掛け声でア
ユを放流（上宇川保育所の園児） 

首都圏のお子さんなど約130人が 
丹後産コシヒカリなどの田植えを 
体験されました 

人口・世帯数 

大きく育ってね 大きく育ってね 清流「宇川・野間川」で稚アユを放流 
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植
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京 
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コ
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